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【東
灘
区
の
会
】 

結
成
総
会
五
十
八
人
、
オ
レ

ン
ジ
メ
ッ
セ
ー
ジ
袋
・耕
太
郎
カ
ー
ド
活
用
や 

 

 

六
月
九
日
夜
、
Ｊ
Ｒ
「
住
吉
」
前
の
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー

で
、
「
東
灘
区
の
会
」
の
結
成
総
会
が
行
わ
れ
五
十
八
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
、
真
剣
に
話
し
合
っ
た
総
会
の

後
、
石
川
代
表
幹
事
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
て
井

戸
県
政
の
特
徴
や
、
田
中
耕
太
郎
さ
ん
の
政
策
、
県
政
転
換

へ
の
展
望
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
オ
レ
ン
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ
袋
・
耕
太
郎
カ
ー
ド
の
活
用
方
法
や
、
オ
レ
ン

ジ
カ
ラ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
音
の
出
る
宣
伝
に
大
い
に

取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
時
間
で
す

が
、
集
中
し
た
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。 

【三
田
の
会
】 

こ
の
間
三
回
の
早
朝
宣
伝
、
十

二
日
に
は
午
前
五
時
半
か
ら
通
勤
客
に
訴
え 

 

「
三
田
の
会
」
は
、
五
月
二
十
八
、
三
十
一
日
、
六
月
四

日
と
三
田
駅
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
な
が
ら
「
三
つ
の
転

換
、
六
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
掲
載
し
た
ビ
ラ
配
布
を
連

続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
快
く
ビ
ラ
を

受
け
取
っ
て
く
れ
た
が
、
知
事
選
挙
そ
の
も
の
を
知
ら
な

か
っ
た
人
も
い
た
。
選
挙
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
」

と
今
後
も
が
ん
ば
ろ
う
と
決
意
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
後
日
十
二
日
（
金
）
は
、
午
前
五
時
半
か
ら
一
時
間
、

出
勤
す
る
人
に
「
変
え
よ
う
！
兵
庫
県
政
」
と
訴
え
ま
す
。 

誘い合ってご参
加を 

１８日（木）告示日第１声 

午前９時３０分～１０時 

ＪＲ・阪神元町東口 

２０日（土）政

談演説会 

午後５時～６

時 神戸元町・

大丸前 

告
示
ま
で
あ
と
一
週
間 

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
「
変
え
よ
う
！

兵
庫
県
政
」
の
渦
を
ま
き
お
こ
そ
う 

 

憲
法
県
政
の
会
に
賛
同
し
、
田
中
耕
太
郎
さ
ん

支
援
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ

ん
。 

 

い
よ
い
よ
告
示
ま
で
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

立
候
補
表
明
か
ら
一
ヶ
月
半
、
田
中
さ
ん
は
県

下
各
地
を
か
け
め
ぐ
り
、
現
県
政
へ
の
失
望
と
県

政
転
換
へ
の
期
待
の
声
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
会
は
県
下
二
十
八
か
所
で
確
立
し
、
過
去
最

高
の
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
政
策
の
中
身
で
の
反
応
は
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
知
事
選
挙
そ
の
も
の
が
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
憲
法
県
政
の
会
、
田
中

耕
太
郎
の
知
名
度
も
ま
だ
ま
だ
で
す
。 

 

こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
人

に
働
き
か
け
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
ほ
ど
の
大
き
な
動
き
が
必
要
で
す
。
十
四
日
の
ラ
ス
ト
サ

ン
デ
ー
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
呼
び
か
け
、
ビ
ラ
ま
き
、

宣
伝
カ
ー
・
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
、
オ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
ー
ジ
対
話
な
ど
、
行
動
を
提
起
し
ま
し
ょ
う
。 

サポーターの申し出続々と 
 私たちの「変えよう！兵庫県政」の呼びかけ

に応え、サポータの申し出が相次いでいます。 

 姫路市の男性からは、「ビラを見た。政策に

共感する。地域のビラ配布なら手伝える」との

電話が。淡路の一老人からも、ビラを見て「田

中さん頑張って下さい。親しい人に『交代させ

よう』と話しております。小生は完全無党派で

すが、憲法９条を守る会員として行動します。

田中耕太郎万歳、憲法９条維持の一念で」との

手紙が寄せられました。 
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小集会を無数に開こう！ 
告示後も小集会は無数に開くことがで

きます。ＤＶＤやビラ、耕太郎カード

を使って要求や意見を出し合い運動の

輪を広げましょう。 

【兵庫民商婦人部】小集会４回開く 
兵庫民商婦人部では

すでに４回の小集会

を開いています。商

工新聞号外や会のビ

ラを読み合わせし、

自らの営業やくらし

と県政を学習。「民

商の代表や、がんばらな」、「消費税

増税の推進派知事やって！アカンわ」

と話も弾み推薦決議。頑張ろうとにぎ

やかな小集会になっています。 

田
中
耕
太
郎 

九
日
誕
生
日
に
丹
波
路
を
行
く 

「
丹
波
の
会
」 

演
説
会
に
百
人
、
気
迫
の
訴
え

に
各
団
体
が
「変
え
よ
う
！
県
政
」と
決
意 

 

田
中
耕
太
郎
候
補

は
、
誕
生
日
の
九
日
、

丹
波
地
域
を
駆
け
巡
り

ま
し
た
。 

 

早
朝
、
明
石
の
自
宅

を
出
発
し
、
氷
上
町
を

皮
切
り
に
丹
波
市
で
は

五
カ
所
で
演
説
。
午
後

は
、
丹
波
民
商
秋
山
副

会
長
と
民
商
会
員
十
人

を
訪
問
、
さ
ら
に
年
金

者
組
合
の
コ
ー
ラ
ス
例

会
で
も
三
十
分
の
挨

拶
。
篠
山
市
で
も
二
カ

所
で
訴
え
ま
し
た
。 

 

夜
は
、
丹
波
市
柏
原

町
で
、
「
丹
波
の
会
」

が
初
め
て
田
中
耕
太
郎
知
事
候
補
を
迎
え
演
説
会
を
開
き
、
丹

波
、
篠
山
各
地
か
ら
百
名
が
参
加
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
説
会

に
な
り
ま
し
た
。
ギ
タ
ー
と
ケ
ー
ナ
、
太
鼓
の
演
奏
に
続
き
、

「
丹
波
の
会
」
の
西
脇
代
表
委
員
（
高
教
組
）
が
支
持
を
大
き

く
広
げ
勝
利
し
よ
う
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
。
年
金
者
組
合
、

農
民
組
合
、
民
商
か
ら
も
奮
闘
す
る
決
意
を
表
明
。
日
本
共
産

党
の
星
原
幸
代
県
会
議
員
は
「
新
行
革
プ
ラ
ン
」
を
強
行
す
る

兵
庫
県
政
の
実
態
を
告
発
、
「
田
中
さ
ん
を
県
庁
に
送
り
、
福

祉
や
暮
ら
し
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
田
中
耕
太
郎
候
補
が
登
壇
。
自
ら
滋
賀
県
の
農
家
出

身
と
語
り
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
応
援
す
る
こ
と
や
中
小

零
細
業
者
、
地
域
経
済
へ
き
め
細
か
な
対
応
を
進
め
る
こ
と
、

新
型
イ
ン
フ
ル
で
問
題
に
な
っ
た
保
健
所
問
題
な
ど
医
療
や
福

祉
の
充
実
を
最
優
先
に
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
な
ど
決
意
を
述
べ
支
持
を
訴
え
ま
し
た
。
丹
波
民
商
や
新

婦
人
篠
山
支
部
か
ら
花
束
が
送
ら
れ
、
こ
の
日
誕
生
日
迎
え
た

田
中
耕
太
郎
さ
ん
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
ケ
ー
キ
が
届
き
大
い
に
盛

り
あ
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
写
真
よ
り
え
え

男
！
」
と
声
が
か
か
り
、
「
よ
い
候
補
者
や
！
早
く
田
中
さ
ん

の
名
前
を
広
げ
よ
う
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

【三
木
の
会
】 

結
成
総
会
に
四
十
人
、
サ
ポ
ー

タ
ー
一
人
が
十
人
以
上
の
支
持
拡
大
を 

 

「
三
木
の
会
」
の
結
成
総
会
が
、
八
日
夜
四
十
人
の
参
加
で

行
わ
れ
、
「
六
万
八
千
有
権
者
に
政
策
を
届
け
、
支
持
を
訴
え

よ
う
、
サ
ポ
ー
タ
ー
一
人
が
十
人
以
上
の
支
持
拡
大
を
」
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

三
木
市
で
は
県
の
新
行
革
で
健
康
福
祉
事
務
所
と
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
三
木
の
金
物
産
業
、
も

の
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
機
械
金
属
工
業

技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
も
神
戸
の
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
百
九
十
ｈ
ａ
に
及
ぶ
兵
庫
情

報
公
園
都
市
は
ま
だ
一
部
し
か
開
発
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

企
業
庁
は
、
大
き
な
利
息
を
銀
行
に
払
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
県
政
を
県
民
本
位
の
県
政
に
変
え
る
こ
と
が
何
よ
り

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
に
先
立
つ
五
日
、
田
中
候
補
は
ジ
ャ
ス
コ
三
木
店

前
と
神
戸
電
鉄
志
染
駅
前
で
街
頭
演
説
。
「
大
企
業
に
は

企
業
誘
致
な
ど
の
補
助
金
を
出
し
な
が
ら
福
祉
医
療
費
助

生
を
削
る
な
ど
県
民
に
冷
た
い
県
政
だ
。
こ
の
県
政
を
変

え
て
く
ら
し
、
福
祉
を
守
る
憲
法
が
輝
く
県
政
に
変
え
よ

う
」
と
訴
え
。
演
説
が
終
わ
る
と
、
支
援
者
や
聴
衆
に
握

手
を
し
て
ま
わ
り
大
き
な
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

【尼
崎
の
会
】 

市
議
選
後
、
た
だ
ち
に
知
事
選

の
活
動
を
開
始 

 
 

「
尼
崎
の
会
」
で
は
、
市

議
選
投
票
日
の
翌
日
に
、
さ
っ

そ
く
十
六
万
の
全
戸
配
布
ビ

ラ
、
オ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
ー
ジ

袋
・
耕
太
郎
カ
ー
ド
、
演
説
会

ビ
ラ
な
ど
を
各
団
体
や
地
域
の

セ
ン
タ
ー
に
卸
し
ま
し
た
。
市

議
選
で
も
が
ん
ば
っ
た
方
か

ら
、
「
今
度
は
、
田
中
さ
ん
の

選
挙
や
な
、
頑
張
ら
ん
と
い
か

ん
な
」
と
感
想
が
。
十
日
に
新

し
く
借
り
た
事
務
所
で
事
務
局

会
議
を
開
き
、
取
り
組
み
を
再

開
し
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

新婦人北支部さんの「県政カエル」活躍中で

す。室内にはる「必勝」檄はさみしいです。 


